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食料安全保障と持続可能な開発目標（SDGs）に貢献する上で、食品ロスの削減は重要不可欠であ

る。食品ロスの削減にとって、冷蔵貯蔵庫や輸送インフラのほか、加工や包装に関わる技術的な

課題の解決が特に重要と指摘されている。他方で、使用後廃棄された包装用プラスチックによる

環境汚染も深刻な地球規模の課題である。そこで、農業廃棄物などの未利用バイオマス由来の機

能性複合化食品包装材料の開発を目指す。昨年度は、バイオマス由来の複合材料として、リグノ

スルホン酸とキトサンの製膜と機械的物性の評価を行い、食品包装材料としてミニトマトの鮮度

保持を確認した1）。今年度は、マレーシアプトラ大学との共同研究により、魚の鱗由来のゼラチ

ンを原料とするフィルムを調製し、防曇機能を有する材料としてキノコの包装に適用可能である

ことを確認した２）。
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